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社長メッセージ

トヨタL&F中部 基本方針

誇りを胸に 至誠ある行動で 総合力を発揮する

1．一人ひとりが自ら考え、熱意を持って行動する

2．常にお客様の懐に飛び込み、共感・信頼される企業をめざす

3．よき企業市民として企業の社会的責任を果たす

取締役社長 長谷 武

社長メッセージ

お客様の声を的確に捉えることを大切に

豊かな未来に向けて、クリーンな環境で社会に貢献

10年先もお客様に選ばれる会社をめざして歩み続ける

　社会情勢の変化に伴い、原油・原材料価格の高騰や人手不足など産業にも様々な課題
が生じ、先行きが不透明な状況が続いています。
　一方で、経済活動が厳しい中でもSDGsやカーボンニュートラルへの取り組みは、
一層活性化しており、その活動の推進をお手伝いしていきたいと考えております。

　環境省策定の「エコアクション21」を2022年も継続して認証取得しました。また、
直流給電システムやUF膜廃水処理装置など、環境配慮型設備を導入するとともに、
各事業所はメーカー認定制度の「PRO－up活動」に取り組み様々な改善や作業効率化、
環境保全活動に繋げております。

　お客様の変化やご要望にお応えしていくためには、人、つまり社員の力を欠かすこと
はできません。
　お客様や社会から選ばれる会社となるべく、社員が心身ともに健康でイキイキと活躍
できる「健康的な職場環境づくり」も重要なミッションと考えます。また、人材育成、
コンプライアンスの醸成、事故ゼロ、労災ゼロを目指し「現場一体経営」や、コミュニ
ケーションの活性化を目的とした「小集団活動」を2022年より活動を強化し、永続的
に改善してまいります。

クリーンエネルギーを利用した白金オフィス

太陽光発電

サービス業務

直流給電システム

販売業務

ＵＦ膜廃水処理装置

事務業務

PRO-up 活動

小集団活動

ＶＲドームシアター
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社長メッセージ
トヨタL&F中部のご紹介
活動は次のステージへ

白金オフィス紹介

カーボンニュートラルに
貢献する商品紹介

CSR活動の推進
CSR活動の主となる3本柱

よりよい地域づくりに
私たちができること
地域社会との関わりについて

環境へのやさしさで豊かな
自然を次の世代に
環境に関する取り組み

当社の業務と環境保護と改善

緊急事態の予防と対策

お客様と社員のために
大切にしたいこと
コンプライアンスへの取り組み

その他の活動

トヨタL&F中部 
環境保全･CSR活動のあゆみ
拠点紹介
会社概要
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PRO-up
いい本部に
しようよ

プロジェクト

Profes-
sionalism-up

改善力
の向上

Produc-
tivity-up 

生産性
の向上

Profit-up

収益の向上いい営業所を
つくろうよ
プロジェクト

PRO-up

グッド
PROショップ

エクセレント
PROショップ

プレミアム
PROショップ

2019年、全拠点が

プレミアムPROショップ

認定を達成！！

いい営業所へ。そして、  いい本部へ。

PRO- u p活動は次のス  テージへ。
現状の品質向上により、優れたプロを目指し、

生産性や収益の向上を目指すPRO-up活動。

私たちは、株式会社豊田自動織機トヨタL&Fカンパニー様の

基準（安全衛生、環境、５S、販売サービス、コンプライアンス、

営業実績評価など）に独自の取り組みを加え、

「プレミアムPROショップ」として

最高レベルを維持･継続するよう

日々、努力していきます。

もっと上を目指し

203 0年ビジョンへ

継続的改

善

P

A

C

D

重点活動と
目標の設定

改善

実行

評価

企業倫理と
法令遵守

社会
貢献活動

環境への
配慮

トヨタL&F中部のご紹介
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白金オフィス紹介
S H I R A G A N E O f f i c e

非接触型の空中投影式ディスプレイ

KY道場

感染症にも配慮した受付 VRを活用し実際の現場の再現が可能

パネル展示

お客様見学ルートに当社の CSR 活動を
はじめとする様々な取り組みをパネルで紹介

危険に気付く人材育成をコンセプトに
階段の昇降から２S （整理・整頓）の在り
方を展示

様々な工夫を凝らし、お客さまに見て・
触って・実感していただけるショー
ルームやKY道場、整備の様子を
見ていただくための見学通路など、
魅せるオフィスです。

VRドームシアター

工場の作業ストール

BCPも考慮された拠点

作業ストールの見学も可能 見学通路（2F）

屋上が200名収容できる避難場所に 直流給電システムで災害時の自家発電可能

会議室座席下倉庫

災害用備蓄品を、万が一に備え分散して管理

カーボンニュートラルやSDGｓに貢献する商品の紹介
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カーボンニュートラルに
貢献する商品紹介（CO 2排出量の削減）

より使いやすく。よりエコに。

最適な物流環境の構築をサポートする商品ラインアップの一部をご紹介します。

稼動時にCO2排出ゼロ

燃料電池フォークリフト
水素と酸素を使って作り出されたエネルギーは、使用する時にCO2を一切排出しません。
また、水素の充填は約3分と非稼動時間を大幅に低減できます。

トヨタ電動フォークリフトやけん引車に搭載すること
でリチウムイオンバッテリー仕様が可能。急速補充
電による長時間稼動が可能となり、補水や清掃など
のメンテナンス作業も不要となります。

電動フォークリフトけん引車用リチウムイオンバッテリー

ENELORE

ファン付ウェア

空調風神服 デンソースポットクーラー

ＩＮＳＰＡＣ
デンソー遠赤外線ヒーター

ＥＮＳＥＫＩ

電動フォークリフト

R inova
抜群の旋回・荷役安定性で、確実な作業を
サポートし、スムーズに発進、走行、制動。ストレス
のない安心のオペレーションを実現しました。

電動フォークリフト

R inova  AGF
無人・有人運転が思いのまま。異常時の復旧も
その場の簡単な操作で行えるようになりました。

電動化により稼動時にCO2排出ゼロ鉛バッテリーと比較し充電効率が高く、
充電時のCO２排出量を約20％削減可能

エアコンに比べて使用電力は少なくなり、
発電によるCO２削減に貢献

電動フォークリフト
geneB
エネルギー効率を追求し、断トツの稼動時間を
さらに延長。世界初の充電機能をはじめとした
最新技術によりバッテリーも長持ちさせます。

電動フォークリフト
Eco r e

コンパクトなボディと小回り性が、狭い場所での
作業に最適。安定性も良く、様々なシーンで活躍
します。

エンジン車と同等のけん引能力、登坂能力を持った
環境に優しい電動トーイングトラクターです。リチウム
イオンバッテリー搭載も可能です。

電動トーイングトラクター

気化式冷風機

全体空調と比較し、
必要なとき必要な場所だけ運転すれば
エネルギーの消費低減に貢献
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CSR 活動の推進

反社会的勢力排除に関する基本方針

セーフティチェック

内部統制監査
海外たすけあい義援金

チャリティバザー支援「1人一品貢献活動」

車いす寄贈活動

ソーラーパネルの導入

カーボンニュートラルに貢献する活動

SDSリスクアセスメント実施

電子マニュフェストの導入

社会貢献

法令の順守

環境への配慮

SDGsへの
関わり

エコアクション21
への取り組み

当社が過去から継続している各々の
活動がＳＤＧｓに結びついています。

PRO-up活動

排水浄化装置の導入

当社CSR活動の主となる3本柱
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よりよい
地域づくりに

私たちができること
（社会貢献活動）

地域社会との連携
CSR 推進部の発足当時は、寄贈活動が主な社会貢献活動
でしたが、年を重ねる毎に、社員参加型の人的ボランティアな
ど活動を増やしてきました。また、2011年からは、社外のボラ
ンティア団体様と協力して行う活動も新しくスタートし、社内だ
けでなく、地域と連携協力した活動にも当社 CSRとしての活
動の幅を広げ続けています。

地域社会との関わりについて

愛知県 ： 愛知県安全なまちづくり・交通安全パートナーシップ企業
岐阜県 ： 岐阜県安全・安心まちづくりフレンドリー企業
三重県 ： 個別申請（三重県警察本部様及び三重県庁様）

当社サービスカーに「安全・防犯パトロール協力中」のステッカーを貼
付しています。近隣住民の皆様の「安全・防犯」に対する協力が目
的です。愛知・岐阜・三重、県別でそれぞれのキャラクターを使用し、
各県用に3種類のステッカーを作成しました。

お子様が困った時に飛び込めるように、24拠点に｢こども110番の
家｣の看板を設置しています。また、マニュアルも作成し、緊急時
に適切な対応が取れる体制づくりをしています。

地域やお客様が主催されているイベントへの参加を行っており、
地域住民の皆様と交流できる良い機会となっています。

毎月決められた日に、本社も含めた全拠点の周辺区域の清掃活
動を実施しています。

三重県では、愛知県・岐阜県のような企業登録制度がない為、三重県警察本部様及び
三重県庁様に交通安全活動と並行して社会貢献活動を行うことを書面で申請しました。

愛知・岐阜・三重3県に地域貢献活動を行う登録をしました。

「安全・防犯パトロール」の活動

「こども110番の家」の活動

地域交流

地域清掃活動（まちなかクリーンデー）

愛知県登録日：
2007年9月26日

三重県申請日：2007年9月29日

ミーポくん

岐阜県登録日：
2007年10月17日

地域への貢献

福祉への支援

「海外たすけあい」
募金への参加
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地域社会との関わりについて

車いす寄贈活動 バザー用品寄贈活動 （チャリティーバザー支援「1人一品貢献活動」）

イベント参加でのボランティア活動

募金活動

2022年度の
車いす寄贈式の様子

2022年度の
バザー用品寄贈の様子

当社販売エリアの愛知・岐阜・三重３県下の社会福祉施設様を対象に、車いす寄贈活動を行っています。
これまで16年間の寄贈を経て、506の社会福祉施設様へ合計960台の車いすを寄贈しました。毎年、多く
の施設様から感謝の書状をいただいています。

全社員に対してボランティア活動への機会をつくり、社会貢献への意識を高める事を目的として行っている
活動の一つです。集められたバザー用品は、愛知、岐阜、三重3県下の社会福祉協議会様を窓口として、
社会福祉施設様へ寄贈しました。これらの品々は、バザー用品としてだけではなく､ 施設で不足している
日用品や、レクリエーションの景品としても役立っています。

名古屋市・栄で開催される名古屋シティハンディマラソンに、2009年より
毎年ボランティアスタッフとして参加し、受付やマラソンコースの交通整理
などのお手伝いをしています。2020年以降は､ 新型コロナウイルスの為､
イベントは中止となってしまいましたが、今後もイベント参加でのボランティア
活動を継続していきたいと考えています。

毎年年末に行われている「海外たすけあい」募金キャンペーンに社員一人
ひとりが参加しています。
寄せられた寄付金は、世界各地の紛争や自然災害、感染症などに苦しむ
人々のために役立てられます。

車いす寄贈活動の次なるステップとして､ 2011年１月よりNPO 法人アジア車いす交流センター様（通
称 W

ワ  フ  カ

AFCA 様）をサポートする活動をスタートさせました。寄贈活動だけで終らせるのではなく、
車いすを維持する面でもお手伝いしたいと、車いす修理のボランティアを行っているW

ワ  フ  カ

AFCA 様
の運搬業務を当社がサポートし、サービスエリア拡大のお手伝いをしています。

愛知 愛知

岐阜 岐阜三重 三重

社外ボランティア団体様と協力した活動も行っています。（車いすサポート活動）

※修理済の車いすを
　寄贈施設様にお届けする際も
　同じルートでお届けします。

修理完了

修理する車いすを施設様より
一番近い拠点に持ち込んでいただく

当社の社内便を活用しWAFCA様に
一番近い刈谷営業所に運搬

寄贈施設様 当社営業所

施設様とWAFCA様を繋ぐ掛け橋としてのお手伝いをします

WAFCA様
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環境に関する取り組み
環境へのやさしさで

豊かな自然を
次の世代に

（環境保全活動）

環境への配慮
環境に関する基本理念 2001年12月1日に「トヨタＬ＆Ｆ販
売店環境ガイドライン」に基づき、環境問題への対応につい
て積極的に取り組むことを宣言し、環境対応を経営の最重
要課題のひとつとして活動してきました。企業活動を通じて
住みよい地球と豊かな社会づくりに取り組むとともに、クリーン
で安全な優れた品質及びサービスを提供し、人と環境に配慮
して社会と共に発展する企業をめざします。

エコアクション２１の活動と外部審査

ＡＴグループ「３つのかえる活動」

環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシステム「エコアクション２１」をＡＴグループ
全体で取り組んでおり、毎年、エコアクション２１の審査員の方による書類審査、現場
審査を受審しています。指摘があった場合は、対策し改善を実施しています。

ＡＴグループは、エコアクション２１の活動にプラスして、各事業会社毎に、「２０３０年度に
排出されるＣＯ2を２０１９年度比３０％削減」を目標とした「３つのかえる活動」を推進しています。

環境リスクを考慮し
た社内環境改善と
取り組み

電力使用量削減対策
と節電設備の導入

産業廃棄物の管理の
徹底

モノを替える  - 節電設備の導入-
再生可能エネルギーの活用

省エネ設備の導入

トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社の「３つのかえる活動」

太陽光発電装置

太陽光パネルからの
再生可能エネルギー

LED照明

直流
（DC）

直流
（DC）

直流
（DC）

直流
（DC）

交流
（AC）

交流
（AC）

直流給電装置

直流給電システム
電力を効率良く利用できる設備も一部拠点で導入しています。

工場照明の
LED化

ソーラー発電の
LED照明灯

事務所照明の
LED化

項　目 取組事項 当社の主な活動内容

1 モノを替える 省エネ機器の導入 照明のＬＥD 化

2 常識と行動を変える エネルギー使用量の
対前年1％削減

電力・燃料 ･ 水道使用量の情報公開による
社員の削減意識向上

3 自然に還る 環境活動への参加 植林事業への寄付活動を２０２２年度から
スタート

蓄電装置

フォークリフト用
バッテリー

電力会社からの電気 電化製品
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常識と行動を変える

自然に還る

●産業廃棄物処理業者との契約書内容を100％管理
　（処理の流れ・許可期限）

・産業廃棄物の最終的な処理方法確認
 （リサイクルされているかの確認）

・法律での要求項目対応として、契約書情報を
  データベース管理（許可期限切れの防止）

●現場の分別徹底（現場廃棄物分別看板）

再資源化できる品目を増やしリサイクル向上へ

産業廃棄物処理業者と廃棄物処理の適正
各拠点の工場内で排出された産業廃棄物について、
できる限りリサイクルする体制を構築し、リサイクルで
きないものに関しては、産業廃棄物処理業者を通し
て、適正に処理しています。
処理についての確認は電子マニフェストにて確認し、
廃棄物の不法投棄による環境汚染の防止に努めて
います。
本社関連部署の同行訪問や、営業所単独の訪問
により、現地での資格登録の再確認や処理方法な
ど問題が無いかの適正も確認しています。

○リサイクル可能の産業廃棄物の処理の流れ

○リサイクル不可の産業廃棄物の適正処理の流れ

より多くの再利用、再資源化をめざす主な活動

環境を考えた業務活動事例

中古バッテリー製造販売、バッテリーリフレッシュサービスによる、バッテリーリユースを促進し、環境負荷削減
に貢献しております。又、バッテリーをより長くご使用いただく為、お客様向けに正しい取扱いや､ 必要なメン
テナンスについての講習会も実施しております。

●バッテリーリフレッシュ工程の例

バッテリーのリフレッシュによる再利用・再資源化（バッテリーサービスセンター）

①Ｂｅｆｏｒｅ ③Ａｆｔｅｒ【完成】② 洗浄工程とリフレッシュ工程

寄付金の内容

電気・ガス・水道・自動車燃料の使用量やそれに伴うＣＯ２排出量をグループ会社独自のポータル
サイトにて、全社員が確認できる様にしています。毎月の各使用量の情報展開で全社員の意識向上
を図り、ＣＯ２排出量削減に繋げています。

「ＣＯ２削減を絡めた環境活動への参加」「ＣＯ２吸収量を上げる木々の植林事業の推進」への協力として、
森林、里山林の緑の整備等の植林事業へ寄付を、２０２２年度より実施します。 

（寄付先：あいち森と緑づくり基金）

バッテリー車販売  １台毎に１００円として年間販売台数×１００円を寄付

自動車利用でのＣＯ２削減によるカーボンニュートラル貢献を目的として、四半期毎の社用車及び社員社
用車利用時の各拠点の燃費について、社内展開し、社員へのエコドライブ意識向上に繋げています。

当社に関わるカーボンニュートラルに貢献する活動内容について、月１回発行している社内報で全
社展開しています。社員のカーボンニュートラルに対する意識向上を目的として発行しています。

環境に関する取り組み

❶ エネルギー使用量とCO₂排出量の情報展開

❷ 社内の自動車利用による燃費改善活動

❸ 社内報を利用での情報展開
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スタッフの対応チェック訓練の実施

当社の業務と環境保護と改善 緊急事態の予防と対策

社内環境改善への取り組み

被害拡大を防ぐために

環境法令に関する測定の実施

油脂漏洩時の対策として緊急対応業者マップの作成

環境パトロールの実施

環境リスクを考慮した設備の導入

緊急資材を全工場に常備・全サービスカーに搭載

当社で使用する化学物質の管理徹底

各拠点の工場から出る騒音や排水につ
いて法定基準の範囲内かを確認する為、
定期的に測定をしています。

緊急事態発生時に、契約業者にどのように依頼するのかをマップ化
し全社展開しています。地域によって、対応できる業者が異なるため
一覧にしています。被害を最小限に抑えるため発生場所から、一番
近くにある契約業者が明確になっている事で、被害拡大の防止に
つなげます。

半年毎に苦情を考慮し、周辺への悪影響を洗い出す為、騒音・振動・
臭い・排水などを全拠点で記録し、問題発生の未然防止に役立て
ています。

環境リスクを低減及び､安全確保する為の設備を導入しています。

油脂等の漏洩時には、「油脂類交換作業手順書」に
基づき回収作業を行います。緊急時に備え工場用、
サービスカー用の緊急資材を設置しています。
取り扱い方法を記載した「緊急資材取扱い要領」は
全工場内への掲示、サービスカーへの搭載を徹底
しています。

各拠点毎に年度初めに年間の
環境教育･訓練計画を立て目標
に従い活動を進めています。

対象者を決め、迅速な対応が
出来るよう計画に基づき訓練
しています。

各拠点での訓練後、実施した社
員別で緊急時における対応力量
の評価記録を残しています。緊急
時に備え、円滑に作業できるよう、
訓練を通し、力量の向上を図って
います。

修理、点検で使用する油脂やスプレー等に含まれている全ての化学物質
に対して、安全性、有害性等を総合評価と化学物質に対するリスクアセス
メントをしています。社内で情報展開する際には電子データ化し、当社独自
の電子掲示板に掲載している為、情報の早期検索と取り出しが可能です。
情報管理を徹底する事で、緊急時での確実な対応によりお客様にご迷惑
をかけない事や、社員の安全性確保をより一層強化します。

環境パトロール記録

緊急資材（サービスカー用） 緊急資材（工場用）

環境教育・訓練計画書兼実施報告書 環境重要設備・作業従事者能力評価表告書

油脂漏洩に伴う緊急対応業者マップ

汚水の外部流出に
対する安全確保を
目的として導入
＜油の除去＞

廃油地下漏洩に対す
るリスク軽減と目で見
る管理が可能

UF 膜廃水処理装置 地上廃油タンク

訓練計画を立てる
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コンプライアンスへの取り組み
お客様と

社員のために
大切にしたいこと

（企業理念と法令順守）

適正・誠実な企業活動について
トヨタL&F中部では、法令や社内ルールを順守し、適正で誠
実な企業活動を行っていくことを通じて、お客様をはじめとす
るあらゆるステークホルダーの皆さまに信頼される企業となる
ことを目指しています。また社員の能力を最大限に引き出し、
働きがいのある職場環境をつくることにより、当社の持続的成
長に結び付けていきたいと考えています。

主な取り組みについて
反社会的勢力の関係遮断

ハラスメント防止
男女雇用機会均等法などで規制されている個人の尊厳を損なう行為である、
ハラスメントの発生を未然に防止する為に「ハラスメントガイドライン」の発刊並
びに社員への教育を行っております。また、社員からの相談にも適切に対応で
きるよう社外・社内の相談窓口を開設し、相談者の保護に主眼を置いたルール
を制定しております。

運転免許証の確認及びアルコールチェックの実施
社員一人一人の運転免許証を定期的に確認することにより、運転免許証の有
効期限切れを防止するとともに、日々のアルコールチェックを適切に実施し記録
を残すことにより、道路交通法を順守しております。

健康経営の実践
定期的に職場が労働基準法や労働安全衛生法などに準じた安全な環境になっ
ていることを営業所と本部部署が確認することにより、社員一人ひとりが心身とも
に健康でイキイキと活躍できる健康的な職場環境づくりに取り組んでおります。
また、2020年から経済産業省と日本健康会議が共同で選定する「健康経営優
良法人（大規模法人部門）」に認定されております。

暴力団排除条例の趣旨に則り、お取引させて頂く全てのお客様、仕入先様
に反社会的勢力では無いことを確認する為の「確認書」へご署名、ご捺印を
頂戴しております。また、「反社会的勢力の関係遮断宣言」を弊社ホームページ
に掲載しております。						    

職場環境の整備

リスク管理

コンプライアンス
チェック

健康診断受診の徹底／家族の健診受診推進／生活習慣病対策強化／ストレスチェックの全社員実施

職場コミュニケーション活性化／メンタルヘルス対策／禁煙促進 ･ 受動喫煙防止への取り組み／
各種ヘルプラインの周知

働き方改革による業務効率化推進／労働時間適正化／社員への健康教育と理解促進

❶ 社員と家族の健康増進

❷ 健康的な職場環境づくり推進

❸ ワーク･ライフ･バランス推進

健康経営の重点取り組み事項
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働きやすい職場づくりの推進

安全衛生委員会の実施
職場の安全確保のために、安全衛生推
進組織を設けて、会議を実施しています。
改善対策等、決定事項については、
全拠点の責任者に展開され推進してい
きます。安全衛生組織は本部だけでは
なく、各拠点毎でもつくり、会社全体
でのリスクアセスメント対策に取り組ん
でいます。

オンラインを活用し、業務での「ムダ」「ムリ」「ムラ」を無くす事や、社員の声を聴く活動等、働きやすい職場
づくりを目指して様々な活動に取り組んでいます。

オンラインの有効活用

多数参加の会議や講習をオンラインを活用して実施し、ソーシャルディスタンス
の確保、参加者の移動時間の短縮化が可能になりました。

現場と本部との迅速な情報共有を目指し、マニュアルの動画化を進め各拠点
へ展開しています。

小集団活動の実施
営業所内のコミュニケーション向上と､ 営業所の一体感を創出する事を目的とし、
社員同士の会話する機会を定期的に設けてコミュニケーション能力を向上する
活動を行っています。

社員への活動内容の周知（コミュニケーション）

当社のＣＳＲに関する内容を２００７年７月より月
に１度、社内報の「ＣＳＲだより」として発行し
ています。日ごろ携わる業務や身の回りに潜
むリスク、近年ではSDGs、カーボンニュートラル
について自社の活動実績の社内通知ツールと
して活用しています。

　トヨタＬ＆Ｆ中部 ＣＳＲ推進部 2022/12/22 Nｏ.22030（ＣＳＲ－185号）

2023年1月20日迄

掲示期限今後も節電活動推進へのご協力をお願いします。

今冬の電力需給は､大変厳しい見通しと
言われている中､政府は全国的な取組み
として､「節電プログラム促進事業」を
スタートさせました。

これは､電力の効率的な利用を促す為
の事業ですが､当社を含めＡＴグループ
全体としても出来ることは積極的に取組
む予定をしています。

電力の安定供給は､
皆さんの日々の生活
に欠かせません

「 」です。

電電力力消消費費のの内内訳訳 （（ｵｵﾌﾌｨｨｽｽﾋﾋﾞ゙ﾙﾙ冬冬季季のの11日日））

25℃ 室温
23℃

暖房使用中

新しく取組みを増やすのでは無く、大事なのは

例として、オフィスビルでの冬季 1日分の電力使用の割合を見てみましょう。

経済産業省資源ｴﾈﾙｷﾞー 庁HP「冬季の省ｴﾈ・節電ﾒﾆｭー ｣
｢P3ｵﾌｨｽﾋ゙ﾙ 電力消費の内訳(冬季の１日間)｣より引用

照明

29.8％

空調

33.5％

「エコアクション２１」でご協力頂いている

〇〇エエアアココンンのの温温度度管管理理

〇〇使使用用ししてていいなないい箇箇所所のの照照明明電電源源ＯＯＦＦＦＦ

この活動の継続も、大切なポイントです。

少し暑い
から温度
を下げよう

使ってない部屋の
照明は消そう

節電は、カーボンニュートラル・ＳＤＧｓに直結する話題です。

お客様との面談時の話題としてご活用下さい。

皆さんの活動の積み重ねが､節電に繋がっていきます。

安定供給出来ないと
最悪の場合、大規模な
停電になる可能性も

一般的にオフィスの約 60％は空調・照明
の電力量と言われています｡

　トヨタＬ＆Ｆ中部 ＣＳＲ推進部 2023/1/24 Nｏ.23001（ＣＳＲ－186号）

※燃費は｢社員社用車・社用車使用報告書｣及びサービスカー「社用車報告書」のデータを基に算出

約 14.7km/ℓ

社用車・社員社用車 燃費

杉の木 約 940本分

森林面積 約 5,500㎡分

77期 10月～12月平均

約 15.1km/ℓ

78期 10月～12月平均

約 7.5km/ℓ

サービスカー 燃費

77期10月～12月平均

約 7.7km/ℓ

78期 10月～12月平均

全社用車・社員社用車で 3ヶ月の走行実績
計 165万ｋｍの場合のCO2排出量にて比較

約 261t 約 253t

77期 燃費14.7km/ℓ 78期 燃費15.1km/ℓ

CO2
排出量

全サービスカーで 3ヶ月の走行実績
計 71万ｋｍの場合のCO2排出量にて比較

約 246t 約 240t

77期 燃費 7.5km/ℓ 78期 燃費 7.7km/ℓ

CO2
排出量

約13.1ｔのＣＯ２ 削減量 を1年間で14kg 吸収する[杉の木(80年生)]で換算してみると

7788期期1100月月～～1122月月のの期期間間でで
テテニニススココーートト 約約2211面面分分相相当当
ののCCOO２２ 削削減減ががででききままししたた。。

2023年2月20日迄

掲示期限

前前年年比比較較 00..22kkmm//ℓℓ  燃燃費費向向上上

日々の車の運転での小さな心掛けが､ＣＯ2削減に繋がります
ので、今後もご協力をお願いします。

前前年年比比較較 00..44kkmm//ℓℓ  燃燃費費向向上上

約7.6ｔ

減少

冬場の運転開始の際、ガラスの結露や凍結等でエンジンをかけ、しばらく

アイドリングさせて、エンジン全体を温める 『暖機』をすると思いますが、

安全性（盗難含）と燃費を考慮して､適切に実施をお願いします。

冬場の燃費向上のために

×２１

約5.5ｔ

減少

災害時に備えた活動と取り組み
防災訓練を行っており、2008年より新たに救命講習（ＡＥＤ講習）も取り入れま
した。2011年からは、災害対策マニュアルなど各種手順等をまとめた「地震
災害対策マニュアル」及び「事業継続計画（BCP）マニュアル」を作成。携
帯電話を利用した安否情報確認システムを活用し、迅速な安否確認も可能にし
ています。想定される様々な被害に対し準備態勢を構築することで、社員の安全
確保を第一に考え、備えています。

オンライン会議

小集団活動

その他の活動
コンプライアンスへの取り組み

活動確認

内部統制の確認

所内パトロール

社内教育

メーカーによる外部審査

会社法や下請法等の法律に則した当社の業務ルールが適切に運用されているのか、
有限責任監査法人トーマツ様や株式会社ＡＴグループ監査部による定期監査を､
営業所にて実施しています。

毎日は安全日誌、毎月は安全衛生巡回表に基づいて巡回し環境・安全のリスク管理
を行っています。

会社法や下請法、労働基準法等の順守について、拠点自ら行う自部門監
査や定期的な本部監査行うにあたり、監査員に対しても、正しい監査方
法の教育を､ 様々な方法で行っています。

メーカーである株式会社豊田自動織機トヨタＬ＆Ｆカンパニー様より、現場の安全･
法の順守･整備品質向上を前提として、評価をして頂いております。

< 社内チェック>

< 社外チェック>

仕入先様への適切な発注
仕入先様へ適切な発注が行えるよう、社員へオンラインを利用した下請法の教育
を定期的に実施しております。また、公正取引委員会からの調査にも協力して
おります。

妊娠中の社員は、通勤時の危険回避を目的にリモートワークを推進しています。

● リモートワークの活用

● オンラインを活用した会議と講習

● 迅速な情報共有の推進
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トヨタL&F中部 環境保全・CSR活動のあゆみ
2023年3月末現在

2002年
2006年

2007年
2009年

2008年

2010年 2011年
2017年

2018年
2020年

2022年
2023年

2019年

11月

継続 継続
継続

継続

継続 継続 継続

継続

継続

認証
全拠点取得

ISO14001
認証取得

11月

拡大

11月

拡大

11月

拡大
（更新審査）

CSR
（安全衛生環境・法令）

活動項目追加

4S活動が独立し
活動項目へ

当社営業所
プレミアムPRO
ショップ8拠点
認定

継続 継続

継続

継続
（更新審査）

継続

WAFCA様
と協力し

車いすサポート
活動スタート

9月10月

9月 9月 9月

スタート
（豊田自動織機様と

協同活動）

（L＆F中部
単独活動）

11月
11月

11月

12月

スタート
各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

スタート
2施設44名

3月 3月 11月 1月

各県20台
合計60台

活動継続中

活動継続中

活動継続中

活動継続中

活動継続中
5月5月5月

1施設47名 3施設40名

4月／CSR推進部 発足
（ＩＳＯ活動及びＣＳＲ・社会貢献活動を集約する部署として設立）

2001年9月キックオフ

6月／岩手・宮城内陸地震と四川大地震への
　　  災害義援金を寄託

9月／愛知県パートナーシップ企業に登録
10月／岐阜県安全・安心まちづくりフレンドリー企業に登録
10月／三重県警察本部様及び三重県庁様に社会貢献活動始動の登録

1月／名古屋市
　　 地域防災協力事業所に登録
2月／ハイチ大地震への
　　 災害義援金を寄託

1月／当社創立50周年記念として「50周年記念
　　 チャリティー募金」を実施し、 児童養護施設の
　　 お子様たちへの支援を目的として義援金を寄託
　　 ＜愛知県内26施設様へ 陶面づくり教室及び
　　 物品寄贈活動を実施>
3月／東日本大震災への災害義援金を寄託

活動継続中

2016年にAEDを全拠点設置

2月

10月10月9月 9月 9月

10月

11月 11月

10月

当社営業所プレミアム
PROショップ3拠点

認定

継続
継続

12月
12月

11月

継続

11月

10月

当社営業所プレミアム
PROショップ1拠点
認定され、全拠点認定

11月

10月

毎月 毎月 毎月

11月

10月

1月 12月

10月
10月

10月
10月

26名参加
44名参加

継続 継続 継続

毎月

継続 継続

継続 継続 継続

11月

継続

継続
（更新審査）

継続

継続

2021年

10月
10月

継続

10月

エコアクション21
認証取得

51名参加
63名参加 27名参加

新型コロナウイルス
の為中止

5月 5月 5月

2施設27名 3施設30名 6施設80名

11月

12月 11月 11月 11月

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

各県20台
合計60台

11月

各県20台
合計60台

11月

毎月

継続

毎月

継続

10月

継続

スタート
20名参加

チャリティーバザー支援
「1人一品貢献活動」

車いす寄贈活動

社内イベント
「あるけあるけ大会」
へのご招待活動

PRO-up活動

全所員で取り組む
生産性改善活動

清掃活動
（全社一斉環境美化活動）
（まちなかクリーンデー）

全拠点の周辺区域の清掃活動

愛知、岐阜、三重３県下の社会福祉協議会様を
窓口として、社会福祉施設様へ寄贈

愛知、岐阜、三重３県下の社会福祉施設の
方を対象に車いすを寄贈

社内イベント「あるけあるけ大会」に
児童養護施設の方へのご招待活動

イベント参加での
ボランティア活動

名古屋シティハンディマラソンへの
ボランティア参加

環境保全活動

環境負荷を減らす仕組みを持って
いるかを評価、認証

「名古屋シティハンディマラソン」
へのボランティア参加

チャリティーバザー支援「1人一品貢献活動」 車いす寄贈活動 社内イベント「あるけあるけ大会」
へのご招待活動

清掃活動（まちなかクリーンデー）

販売の
活動項目
追加

Make a
CHANGE Day
に参加

全社一斉
美化活動
スタート

2014年より献血活動を実施

ミーポくん

新型コロナウイルスの為活動延期
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株式会社ATグループ
トヨタL&F中部は（株）ATグループの一員です。

2023年3月時点

愛知トヨタ自動車（株）　　  トヨタカローラ愛豊（株）　　      ネッツトヨタ愛知（株）　　 ネッツトヨタ東海（株）　
愛知スズキ販売（株）　　　（株）トヨタレンタリース愛知        トヨタホーム愛知（株）　   （株）アトコ　
愛知クレジットサービス（株）  トヨタ情報システム愛知（株）   （株）ATビジネス 

愛知県    
●高辻営業所　名古屋市昭和区白金3-7-12
TEL（052）882-6419／FAX（052）871-9453
●名港営業所　海部郡飛島村木場2-105
TEL（0567）55-0722／FAX（0567）55-0721
●東海営業所　東海市名和町後酉72
TEL（052）604-1821／FAX（052）604-8801
●知多営業所　常滑市桧原字勇田51-7
TEL（0569）34-4800／FAX（0569）34-4979
●尾張旭営業所　尾張旭市向町2-5-15
TEL（0561）54-4711／FAX（0561）54-4715
●小牧営業所　小牧市大字横内14-1
TEL（0568）77-5365／FAX（0568）77-2514
●北名古屋営業所　北名古屋市山之腰天神東100
TEL（0568）23-9211／FAX（0568）23-9216
●豊田営業所　豊田市鴻ノ巣町1-1-3
TEL（0565）28-3512／FAX（0565）29-9338
●三好営業所　みよし市莇生町上永井田3-1
TEL（0561）33-5731／FAX（0561）33-5737
●刈谷営業所　刈谷市幸町2-2-8
TEL（0566）21-6107／FAX（0566）24-6617
●西尾営業所　西尾市新渡場町大西22-4
TEL（0563）54-3181／FAX（0563）54-1751
●岡崎営業所　岡崎市大平町字榎田27
TEL（０５６４）-６４-００１０／FAX（０５６４）-６４-００２１
●豊橋営業所　豊橋市神野新田町字ヨノ割39-3
TEL（0532）33-2321／FAX（0532）33-2323
●物流システム部 名古屋営業所　名古屋市昭和区白金3-7-12
TEL052-882-6413／FAX（052）882-6731
●物流システム部 三河営業所　岡崎市大平町字榎田27
TEL（０５６４）-６４-００７７／FAX（０５６４）-６４-００６６
●中古車部　海部郡飛島村大字梅之郷字東梅26-26
TEL（0567）55-3355／FAX（0567）55-3988
●バッテリーサービスセンター（商品技術部）　小牧市大字間々原新田字上芳池198-3
TEL（０５６８）68-8841／FAX（0568）68-8843
●小牧リフォークセンター　小牧市大字横内14-1
TEL（0568）77-5365／FAX（0568）77-2514
●三好リフォークセンター　みよし市莇生町上永井田3-1
TEL（0561）33-5731／FAX（0561）33-5737
●西尾リフォークセンター　西尾市新渡場町大西22-4
TEL（0563）54-6721／FAX（0563）54-1751
●豊橋リフォークセンター　豊橋市神野新田町字ヨノ割39-3
TEL（0532）33-2321／FAX（0532）33-2323

岐阜県
●岐阜営業所　岐阜市藪田東1-6-3
TEL（058）272-7161／FAX（058）272-7166
●大垣営業所　大垣市内原1-156
TEL（0584）89-8051／FAX（0584）89-8303
●多治見営業所　多治見市白山町4-31
TEL（0572）22-7288／FAX（0572）23-1736
●恵那営業所　恵那市大井町字雀子ヶ根2087-491
TEL（0573）25-1602／FAX（0573）25-1603
●美濃加茂営業所　美濃加茂市加茂野町加茂野字東野35-1
TEL（0574）28-2001／FAX（0574）28-1871
●高山営業所　高山市下切町1157
TEL（0577）33-4020／FAX（0577）33-6542
●美濃加茂リフォークセンター　美濃加茂市加茂野町加茂野字東野35-1
TEL（0574）28-2001／FAX（0574）28-1871

三重県
●四日市営業所　四日市市富士町3-4
TEL（059）331-4481／FAX（059）331-4964
●亀山営業所　亀山市田村町字若宮1131
TEL（0595）83-1861／FAX（0595）83-1867
●松阪営業所　松阪市大口町字西115
TEL（0598）51-0824／FAX（0598）51-0168
●尾鷲営業所　尾鷲市小川東町31-20
TEL（0597）23-1757／FAX（0597）23-1758
●伊賀営業所　伊賀市柏野601
TEL（0595）45-3611／FAX（0595）45-3613
●四日市リフォークセンター　四日市市富士町3-4
TEL（059）334-1261／FAX（059）331-4964

本社
名古屋市昭和区高辻町6-8
TEL（052）882-6411／FAX（052）883-0124
お客様相談課フリーダイヤル：0120-49-7835

白金オフィス
名古屋市昭和区白金3-7-12
海外
トヨタツウショウフォークリフトタイランド
豊田通商株式会社様と合弁で、タイにフォークリフト専門販売会社を設立しています。

会 社 概 要
トヨタL&F中部株式会社  

商　　号　トヨタL&F中部株式会社

本　　社　名古屋市昭和区高辻町6-8

代表者名　長谷　武

設　　立　1960年8月15日

決 算 期　3月

資 本 金　4,000万円

事業内容　トヨタの産業車両（フォークリフト・ショベル・トーイング 等）

　　　　　物流システム、周辺・環境機器の販売とメンテナンス

　　　　　産業車両のレンタル・リース、保険業務

プレミアムPROショップを取得後も、所員全員が参画し、

それぞれの担当する場所について責任を持ち､改善の取組みを習慣化し､活動継続をしています。

認定取得後､3年毎に株式会社豊田自動織機　トヨタＬ＆Ｆカンパニー様の現場評価があり、

更新認定を頂き、活動を継続し続けてまいります。

わたしたちは、
プレミアムPROショップの
認定を受けました。

高山営業所

豊田営業所

松阪営業所

尾鷲営業所

恵那営業所

西尾営業所

岡崎営業所／物流システム部
　　　　　     三河営業所

豊橋営業所

三好営業所／営業企画部 車両課・サービス課

小牧営業所
尾張旭営業所

多治見営業所

北名古屋営業所

岐阜営業所
大垣営業所

美濃加茂営業所

東海営業所

名港営業所／
大型・港湾営業部

白金オフィス

知多営業所

刈谷営業所四日市営業所

亀山営業所

伊賀営業所

● 8年連続でプレミアム認定を
　 取得した拠点

● 7年連続でプレミアム認定を
　 取得した拠点

● 6年連続でプレミアム認定を
　 取得した拠点

● 5年連続でプレミアム認定を
　 取得した拠点

５年以上連続でプレミアム認定を取得した拠点には
特別なエンブレムが与えられています。


